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仁泉会と台北医学大学同窓会との 
学術及び友好交換に関する協定書の 

締結を終えて

 副理事長　安藤嗣彦

　大阪医科大学と海外の医科系大学との間で学術

及び友好交換の協定を締結している大学は、大学

のHPによれば下記の 6校があり、このほとんど

は、大学内に設立された中山医学交流センター

（中山交流財団）の事業の一環として行われてい

ます。

　１）　アムール医学アカデミー（ロシア）

　２）　ハワイ大学医学部

　３）　韓国カソリック医学大学

　４）　シンガポール国立大学

　５）　中国医科大学（瀋陽）

　６）　台北医学大学

　これらの医科系大学とは、主に学生の短期交換

留学等が行われていますが、大学同窓会同士での

交流はありませんでした。今回、仁泉会は、理事

会での承認のもと、台北医科大学同窓会との間で、

学術及び友好交換に関する協定書の締結に至りま

したので、台北医学大学のプロフィール、締結に

至った経緯、式典の様子を報告致します。

　台北医学大学

　　1960 年　私立台北医学院として開校

　　2001 年　台北医学大学と改称

　現在、台北近郊に、医学、歯学、薬学、看護

学等の 7つの単科大学、13 の学部を有する台湾

有数の医学系総合大学で、2011 年には、アジア

トップ 100 医科大学にもランクされており、特に

医学部は 3 つの付属病院（合計 300 床）を有し、

学生数は、医学部、大学院合わせて 1700 名の学

生がいます。尚、同大学は、今後、高度医療分野

にも進出の予定で、2016 年までに、陽子線治療

施設の開設を目指し、最近、兵庫県の粒子線医療

センター（たつの市）との間で、開設に関する協

定を結んでいます。以下に、神戸新聞の抜粋を紹

介します。

　台北医学大学と大阪医大とは、平成 24 年 3 月

1 日に台北医学の副学長、医学部長、国際交流部

長を迎え、大阪医大からは、竹中　洋学長、中山

太郎本学国際医学医療センター顧問（元外務大

臣）出席のもと、既に学術及び友好交換に関する

調印式が行われています。

　この時、河野理事長は中山国際医学医療交流セ

ンター長を務めておられ、台北医学大学同窓会会

長の李宏信先生は 1972 年に国費留学生として厚

生労働省・国立公衆衛生院修士課程に留学された

ときに、河野理事長と同コースのクラスメイトと

して共に学ばれた学友でありました。
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　平成 26 年 8 月 23 日、神戸の中華料理店、第一

楼にて、両大学の同窓会の間で、学術及び友好交

換に関する協定が締結されました。締結式には、

李　宏信台北医学大学同窓会長はもとより、閻   

雲学長、黄　朝慶医学部長、張　璽小児科准教授、

秘書等 7名の方々が出席されました。両大学の同

窓会長が、下記のような英文での協定書にサイン

しました。ちなみに、日本語の同文も列記しました。

　締結式後の懇親会では、両同窓会長、台北医学

大学学長、医学部長等の先生方のスピーチが日本

語、中国語、英語でありましたが、張先生が日本

語に堪能で、中国語の通訳もスムースに進み、和

やかで、友好的な会となりました。



｜ 4 ｜

大阪医科大学仁泉会ニュース　平成 26 年 12 月 1 日発行 第 45巻第 9号　



｜ 5 ｜

大阪医科大学仁泉会ニュース　平成 26 年 12 月 1 日発行 第 45巻第 9号　



｜ 6 ｜

大阪医科大学仁泉会ニュース　平成 26 年 12 月 1 日発行 第 45巻第 9号　

受 章

春の叙勲

　平成 26 年春の叙勲に際し、三田　稔君（大阪

府学校医会会長、学 13 期）が瑞宝双光章を受章

されました。誠にお目出度うございます。

　これからも学校保健の発展のため、お力添え頂

きます様お願い申し上げます。

 大阪府学校保健会会長　藤本正三（学 2期）

秋の叙勲

　平成 26 年秋の叙勲受章者が下記の通り判明い

たしました。母校同窓会として慶事でありますの

で、ここにご報告させていただきます。

旭日双光章

　濱脇弘暉先生（学 11 期）

　小谷　泰先生（学 14 期）

瑞宝小綬章

　藤川和生先生（学 18 期）

瑞宝双光章

　寺井　晉先生（学 7 期）

　雨森正高先生（学 4期）よりお寄せいただきま

した 2014 年 11 月 3 日付讀賣新聞掲載の寺井　晉

先生の記事をご紹介します。

子
ど
も
に
命
の
尊
さ
伝
え
る

「子どもたちに夢を持ってほしい」と話す寺井さん（東近江市で）

　1966 年から 40 年以上にわたり、能登川南小と

能登川第一幼稚園の学校医を務めている。「受章

は予期しなかったこと。身に余る光栄」と表情が

和らぐ。

　江戸時代から続く医師の家に生まれ、自身で 5

代目。小学校は祖父の代から、幼稚園は父の代か

ら、子どもたちの健康を見守り続ける。「健診時

に 10 分くらい説教をしている」と笑うが、超音

波で撮影した胎児の写真を見せたり、心臓の音を

聞かせたりと、「命」の尊さを伝える。

　「子どもたちが夢や希望を持ち、元気に育って

いるのがうれしい」と言い、「気力と体力が続く

限り続ける」と誓う。（小宮宏祐）

　各地で喜びの受章・受賞等あれば、事

務局宛書面、新聞等をお送りくださるか、

原稿をお届け下さい。本誌にて広く紹介

させていただきます。
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学　　　窓

西医体のひと言

ゴルフ部

◎主将　前田　敦成

　今回は、名門の片山津ゴルフ倶楽部での開催で

した。

　天候に恵まれず、大変なラウンドでしたが、ベ

ストを尽くしました。

　入賞には、あと一歩届かず悔しい思いをしまし

たが、来年は大阪市立大学に代わって主幹を任せ

られていることもあり、責任をもって大会を開催

すると共に、良い成績を残せるようにこれからも

努力していく次第です。

女子バレー部

◎主将　清水麻里奈

　昨年は涙を呑んだ琉球に一回戦で勝利したもの

の、二回戦敗退。勝てなかった意味をしっかり受

け止め、更に一致団結し、来年の西医体に向け、

日々練習に励みます。

ゴルフ部

女子バレー部
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サッカー部

◎主将　小林　孝生

◎主務　松田　達也

［西医体結果］

１回戦 vs 金沢大学 ○２－１

２回戦 vs 神戸大学 ○１－１（PK８－７）

男子バスケットボール部

西医体を終えて

◎前主将　山村　昌大

　西医体では、産業医科大学とあたり、延長戦の

末、勝利を収めることができました。私が入学し

てから、公式戦で勝利したのは初めてでとても嬉

しかったです。試合に勝ち、そしてチームで喜び

を分かち合うことができた瞬間を、私が入学して

３回戦 vs 京都府立医大 ○０－０（PK４－３）

４回戦 vs 熊本大学 ○０－０（PK５－４）

準決勝 vs 鹿児島大学 ●１－３

３位決定戦 vs 岐阜大学 ●０－１

　結果、西医体は 4位に終わりました。

からの四年間で初めて味わったので、私にとって

輝かしい瞬間でした。しかし、二回戦では、島根

大学とあたり、大差で敗退しました。近畿中国四

国大会の優勝校であり、強豪校との力の差を痛感

させられました。私自身、ここまで差があるのか

と感じました。この経験を生かして、私自身、そ

してチームの次のステップアップにつなげていき

たいと思います。

サッカー部

男子バスケットボール部
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バドミントン部

◎主将　宮元　創士

　台風のために京都駅で 10 時間も足止めされた

りと、最後まで大変な 1年間でした。

9月からは新体制が始まります。今後もバドミン

トン部をよろしくお願い致します！

弓道部

◎主将　伊藤　周

　来年につながる試合を出来たと思う。

バドミントン部

バドミントン部

弓道部
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ハンドボール部

◎主将　村上　倫彦

　ハンドボール部の今年の西医体の結果は残念な

がら予選敗退という結果になりました。

　大会当日には怪我人も出てしまい悔しさの残る

ものとなってしまいました。

　そして、今まで第一線でチームを引っ張ってい

た先輩方もこの大会で抜けてしまうこととなりま

したが、これからはこの事をバネに新たな強い

チーム作りに励んでいこうと思います。

　そして最後に応援してくださったOBの先生方、

本当にありがとうございました。

ヨット部

◎主将　武田　翔

　今年は浜名湖での開催ということで、普段琵琶

湖で活動している私たちは、ヨットをトラックで

運搬しなければならず、人数も少ないため出場も

難しい状況でしたが、他大学のヨット部やOBの

先生方の協力もあり、実に三年ぶりに出場を果た

すことができました。

　結果は奮ったとはいえないですが、十分いろん

な意味で存在感を放つことができたと思います。

　競技としてだけでなく、一つの大きな経験とし

て、来年以降につながるいい刺激になったと思い

ます。

スナイプ級　18 校中 15 位

470 級　不参加

ハンドボール部

ヨット部
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ラグビー部

◎主将　廣田　宙自

　大阪大学に 0-19 で敗れ、西医体は一回戦敗退

でした。

　西医体で、一つでも多く試合が出来るよう頑張

りたいと思います。

ヨット部

ラグビー部
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空手部

◎主将　満屋　奨

　人数の少なかった空手道部ですが、ようやく団

体戦に男女ともにフルメンバーで参加できるよう

になりました。昨年度は人数も足りず、予選敗退

という結果でした。しかし、今回は新道場で練習

した成果が出たのか、メンバーに 1年生も多い中、

決勝リーグ進出を決めることができて嬉しく思い

ます。

　来年度以降、学年も実力も上がり、優勝を目指

せるようになれたらいいと思います。

空手部

空手部
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剣道部

◎主将　井野　隆之

　2014 年度西日本医科学生総合体育大会の剣道

部門は 8月 16 日と 17 日の二日間に渡って繰り広

げられました。

　結果は、団体戦は男女ともリーグを勝ち上がり

決勝トーナメントに進むことが出来ました。しか

し、決勝トーナメントは初戦敗退という結果に終

わりました。部員は西医体での勝利を目標として、

夏合宿や厳しい稽古に取り組んできました。この

悔しさをバネにして来年度の西医体へ勇往邁進し

て行きたいと思います。

剣道部

剣道部
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硬式庭球部

◎主将　佐野　庸平

　今回の西医体では、主管校である金沢大学相手

に一回戦負けをきしてしまいました。非常に残念

な結果ではありますが、次の大会に向けてまた一

から努力します。

水泳部

◎主将　伊藤　慧

　水泳部は 8月 8 日から 10 日まで大会が行われ

ました。今年は経験者の人数が少なくなり、去年

強かった女子のリレーもポイントが難しい状況で

したが、一人ひとり明確な目標をもって大会に臨

みました。一日目はメドレーリレー、男女 100m

自由形、男女 200m個人メドレー、女子 400m自

由形、男子 800m自由形が行われました。3回生

の橋本が女子 200m個人メドレー決勝に駒を進め

ることができました。ポイントには届かなかった

ですがタイムはベスト更新。私も男子 200m個人

メドレーにエントリーしていたのですが、ベスト

を出せずあと少しのところで予選落ちをしていた

ので、彼女が決勝の舞台で全力のパフォーマンス

をすることを見ていて羨ましいなと思いました。

　二日目は男子 400m 個人メドレー、女子 200m

自由形、男子 200m 自由形、女子 100m バタフ

ライ、男子 200m バタフライ、女子 100m 背泳

ぎ、男子 200m背泳ぎ、女子 100m平泳ぎ、男子

200m 平泳ぎ、男女 200m フリーリレーが行われ

ました。男子 400m個人メドレーでは荒木が 1回

生にして決勝進出を果たしました。彼は経験者で

はあるのですが半年でここまでタイムを戻せて良

かったと思ってます。私個人は男子 200m平泳ぎ

に出たのですがこちらもベストを出せず決勝にい

けずじまいでとても悔しい思いをしました。

　最終日は男子 400m 自由形、女子 50m バタフ

ライ、男子 100m バタフライ、女子 50m 背泳ぎ、

男子 100m背泳ぎ、女子 50m平泳ぎ、男子 100m

平泳ぎ、女子 50m自由形、男子 50m自由形、そ

して目玉競技の女子 400m フリーリレーと男子

800mフリーリレーが行われました。この日決勝

にいけたのは 6回生の久保田さん。予選で生涯ベ

ストを更新しての最後の大躍進でした。この先輩

が来年からいなくなると考えると寂しく思います。

硬式庭球部
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トに感謝しています。

　この大会を通して初心者が大勢の水泳部ですが

ほぼ全員がベストをだして、さらに数人はもう少

しで決勝までいけるところまで成長しています。

年々西医体の水泳部のレベルが上がっているとい

われていますが、負けないようにこれからも喰ら

いついていこうと感じました。

そして最後のフリーリレー。感極まって泣く人が

大勢いましたが僕もその一人でした。キャプテン

として今まで頑張ってきたのですが結果が出せず

悔しい大会だったので最後くらいベストを出して

やるという意気込みで臨んでいました。結果とし

てはベストをあと 0. 数秒更新できなかったので

すが納得のいくレースが出来て心からチームメイ

水泳部

水泳部
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卓球部

◎主将　清水　光

　今年の西医体卓球部門は 8/15 ～ 8/17 で行われ、
豪雨というアクシデントもありましたが、大きな

問題も起こらず無事終えることができました。

　男子はダブルス3位、女子は団体戦ベスト8とい 

う結果も残すことができ、近年の卓球部としては

稀に見る好成績に恵まれて、また他多くの部員が

納得のいくパフォーマンスをすることができたよ

うで、部内でも喜びや満足の声が広がっています。

　普段の練習や 2週間の強練と長い練習期間を経

ての今回の西医体でしたが、目に見える形でそれ

ぞれの部員に成果が表れ、全体的に上手くいった

3日間だったように思います。

卓球部

卓球部
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男子バレー部

◎主将　東　隼也

　去年の西医体以降、あまりいい試合が出来ない

ことが多かったですが、今年の西医体では初戦敗

退はしたものの、雰囲気内容共にこれまでで最も

よい試合となりました。今回の西医体の試合内容

を忘れないようにして、次の一年を頑張っていき

たいと思います。

軟式テニス部

◎主将　石岡　広崇

　軟式テニス部は男子が一回戦金沢大学に勝利、

二回戦長崎大学に敗北。女子は二回戦広島大学に

勝利、三回戦長崎大学に敗北。個人戦は石岡・加

納ペアがベスト 16 で全医体への出場を果たしま

した。

　コートの修繕など、OBの先生方のご支援に深

く感謝申し上げます。6回生が引退し新チームと

なりますが、男女一丸となって頑張ります。今後

とも軟式テニス部を宜しくお願い致します。

男子バレー部

軟式テニス部
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野球部

◎主将　村上　暉

　準硬式野球部は一回戦負けとなってしまいまし

た。2日間の延期が続き、台風の中での強行試合

となりました。暴風や大雨という悪条件に上手く

対応することができませんでした。しかしながら、

全員が最後まで泥だらけになって球を追いました。

天候には恵まれませんでしたが、絆を感じ合って

野球部が一つになれた西医体でした。

野球部

野球部
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陸上部

◎主将　森田　英男

主な結果：

・４回生　平野恵里子

　砲丸投げ　6位入賞　6m31

・５回生　奥田聖瞳

　1500m　8位　4分 15 秒 46

・１回生　小嶋　茜

　400m　4位入賞　1分 05 秒 91

感想：

　台風接近のため、大雨・強風の中でしたが、今

持てる力を全て出し切ることかできました。今年

の陸上部は怪我人が多く、満足のできる結果では

ありませんでしたが、いかにして怪我とうまく付

き合い、練習をこなすかと言うことに関して各自

学び、また課題も発見できたと思います。

　10 月の秋の試合に向かって、西医体の強化練

習で得たことを無駄にせず、さらなる発展を目指

して頑張っていきます。

陸上部
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学 会 報 告

第 41回日本小児内視鏡研究会報告

　2014 年 7 月 5 日に、第 41 回日本小児内視鏡研

究会を開催できたことは、望外の喜びでございま

す。この研究会は 40 年の歴史があり、小児外科

系医師と小児内科系医師が一堂に会して議論する

研究会で、小児領域では貴重な研究会です。本年

も小児外科と小児内科の先生方が一同に会し、呼

吸器、消化器、泌尿器などの疾患についての内視

鏡検査と内視鏡治療に関して、熱い討論が繰り広

げられました。

　本研究会は 40 年に渡り日本の小児内視鏡学に

寄与し続けており、近年ではダブルバルーン小腸

内視鏡やカプセル内視鏡が小児にも導入され、小

児消化器病を志す若い医師にとってもなくてはな

らない会となってきています。

　今回の特別講演は大阪医科大学の消化器内科の

樋口和秀教授に「カプセル内視鏡の進歩」につい

て、また、教育講演は大阪鉄道病院の清水誠治先

生に「炎症性腸疾患診断のプロセス」についてご

講演していただきました。いずれも興味深いご講

演で、同日夕の懇親会場でも話題となっておりま

した。

　一般演題では小児に関する上部、下部消化管内

視鏡、ERCP、気管支鏡、鏡視下手術などの幅広

い内容について、34 題の発表がありました。ま

た、炎症性腸疾患など、種々の疾患において診断

や治療などについてご苦労されている症例などの

発表もあり、参加された先生方の今後の診療の糧

になればと願っております。

　この歴史ある研究会の会を開催できたことは光

栄であり、先輩の先生方の厚い援助もあり、大阪

医科大学で活気ある研究会が開催できたと思いま

す。以上のように小児の内視鏡に関しての様々な

報告があり、有意義な研究会であったことをご報

告し、同時にこの研究会に賛助していただいたこ

とを感謝して、報告とさせていただきます。

 第 41 回日本小児内視鏡研究会　当番世話人

 余田　篤（学 30 期）
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支部だより

報告　京都仁泉会　音楽の夕べ

 森本博子（学 24）

　京都仁泉会の夏の恒例行事の「音楽の夕べ」が

今年も 8 月の最終日曜日、8 月 31 日に京都ホテ

ルオークラで開かれました。

　今年は弦楽四重奏団の演奏でした。今、大活躍

の佐渡裕氏、葉加瀬太郎氏を輩出している堀川音

楽高校の出身者を中心としたメンバーで構成され

た、「京の音屋・弦楽四重奏団」で、第一ヴァイ

オリン：内藤ルミ子、第二ヴァイオリン：今西彩

菜、ビオラ：藤本信行、チェロ：一楽恒、の 4氏

の演奏でした。

　演奏プログラムは第一部はクラシックでモーツ

アルトの「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」

からはじまり、「G線上のアリア」、などなじみの

深い曲目で弦楽器の奥行きの深い音色を楽しみま

した。第二部は 4 名の演奏者はカジュアルな服

装に着替え、曲目もカーペンターズの「Close to 

You」、をはじめジャズのメドレーや坂本九の歌

のメドレー、葉加瀬太郎の「ひまわり」、「情熱大

陸」と続き、会場も皆リラックスしたムードでし

た。最後に「花は咲く」を演奏と一緒に全員で歌

いました。

　演奏会のあと水谷会長の挨拶、平井博先生の乾

杯の発声で懇親会が始まりました。今回初めてご

参加された安河内秀幸先生は 90 歳だそうですが、
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奥様とご一緒でお元気なお姿をみせてくださいま

した。会場は和やかな雰囲気にあふれ各テーブル

からは笑い声が響いていました。最後にお世話く

ださった富岡曄先生から来年は 8月 30 日、とい

うお知らせとともに中締めの挨拶でお開きとなり

ました。みなさま、なかなか別れがたくしばらく

はお話が続いていました。参加者は家族もあわせ

て 38 名でした。

参加者：安河内秀幸・家族（高 18）、平井博（学

4）、町塚昭（学 8）、竹内邦夫・家族（学 10）、内

田実・家族、加藤一博・家族（学 12）、大澤直、

島田眞久、杉ノ下公子（学 14）、今村喜久子、岡

田勝彦（学 17）、奥村正治・家族（学 20）、岡田

豊子（学 21）、大藪博・家族、富岡曄・友人、丸

尾馨・家族（学 22）、梶野興三・家族、西本孝

（学 23）、森本博子（学 24）、浅野明美（学 25）、

松本恒司・家族、水谷均・家族（学 26）、曾我部

俊大、細井順、堀口典子（学 27）、寺村和久（学

37）

仁泉会阿倍野支部総会と懇親会の報告

　平成 26 年 10 月 4 日（土）シェラトン都ホテル

「伊勢の間」にて、本年度の阿倍野支部総会を開

催しました。新規入会の森田眞照先生、利江先生

を含め 20 名の同窓の先生方が集まりました。

　総会、大阪鉄道病院からの話題提供、ミニコン

サート、懇親会と盛りだくさんの内容の総会とな

りました。まず、藤本正三先生が「今年の 3 月

に 10 数年ぶりに阿倍野支部総会が開催されたが、

同年に定期総会が開催された事は、とても喜ばし

い事であるので、今後も幾久しく同窓の輪をつな

げていっていただきたい。」と挨拶され、その後、

総会の議事に移りました。報告事項として、支部

総会が今まで開催されなかった経緯と支部会計の

会計報告をし、出席の先生方の了承を得られまし

た。協議事項としては、新しく作成した阿倍野支

部会則と役員の選任について協議し、副支部長に

新宅敬夫先生、幹事に中野晋吾先生、岡茂樹先生

が選任されました。その後、会員表彰に移りまし
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たが、藤本正三先生（米寿）、高木　力先生（傘

寿）、文殊敏郎先生（喜寿）の三人の先生方に記

念品を贈呈させていただきました。

　次に、大阪鉄道病院からの話題提供があり、1席

目は循環器内科の宮本裕之先生が『見逃せない致

命的な胸痛』と題し、心筋梗塞、大動脈解離、肺

塞栓、緊張性気胸、食道破裂について、大変わか

りやすくクリアカットにお話しくださいました。

2席目は婦人科の熊谷広治先生が『遺伝性乳がん、

卵巣がん』について多くの症例を提示し講演くだ

さいました。普段、自分の科以外の話を聞く機会

は少ないので大変興味深く聞かせていただきま 

した。

　講演の後は、二村吉継先生の奥様の西田真由子

様のソプラノコンサートを楽しみました。オペラ

の歌曲や日本歌曲を取り混ぜた、西田真由子様の

透き通るような歌声で先ほどまでの総会、学術講

演会の緊張が一気に解きほぐされ、会員一同、笑

顔で聴き惚れました。コンサートの後はシェラト

ン都ホテルに特別に、お願いした和洋折衷料理に

舌鼓を打ち、ざっくばらんな雰囲気で同窓の親睦

を十二分に図る事ができました。

　最後に新宅敬夫先生が閉会の挨拶に立たれ、

「再び、復活する事ができた仁泉会阿倍野支部の

発展のために皆さま方の、ご協力、お力添えをお

願いします。」と結ばれました。病診連携、診診

連携も図れ、大変有意義な会でした。

　今後は阿倍野区に勤務されている先生方はもち

ろんですが、阿倍野区在住の先生方で入会希望の

先生も大歓迎ですので、ご希望の方は大阪医大仁

泉会本部までご一報ください。お待ちしています。

当日参加者：（敬称略　卒業年順）

藤本正三（学 2）、高木　力（学 10）、文殊敏郎

（学 11）、新宅敬夫（学 23）福本敏子（学 24）、

森田眞照（学 28）、森田利江（学 28）、伊賀千

洋（学 29）横田博志（学 30）、中野晋吾（学 34）、

中野久美子（学 34）、熊谷広治（学 38）成山　仁

（学 39）、湊　恵美（学 41）、坂井昌弘（学 43）、

二村吉継（学 49）宮本裕之（学 51）、永田大樹

（学 53）、西田裕介（学 59）、太田見祐介（学 62）

 （文責　学 24　福本敏子）

仁泉会東大阪支部総会と懇親会 
「6月小旅行」

 学 28 期　三宅直子

　仁泉会東大阪支部恒例の 6月小旅行が 6 月 15

日（日）開催されました。

　今年は京都八坂神社鳥居内の祇園「中村楼」で

行われました。毎年 6月第 3日曜日に決まってい

るのですが、いつも梅雨の時期にも関わらず好天

に恵まれることが多く、今年もさわやかな天候に

19 人集まり半年から 1年ぶりに会う先生方と楽

しいひとときを過ごしました。中村楼といえば創
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業 400 年の老舗で、私も以前 10 年くらい前にク

ラス会で行ったことがありましたが、建物も本当

に古くて階段もギシギシ鳴っていた記憶がありま

した。しかし今年 4月改装が終わり、玄関まわり

は昔のままの雰囲気で座敷は全く以前と違って新

しくなり庭の見える京都らしい清々しい部屋での

宴会となりました。

　まず支部会長の大西洋一郎先生より開会の辞の

後、亡くなられた高医 19 期志野義之先生に黙祷

をささげ、仁泉会大阪府連会長の佐藤公彦先生か

ら仁泉会の議題に入りました。一昨年亡くなられ

た四方朋子先生が大学へされた多額の寄付の話、

仁泉会東大阪支部で布施医師会の笠原幹司先生

（学 35 期）が大阪府医師会理事になられた話、三

田稔先生が平成 26 年春の叙勲を受けられた話な

どの後、杉原正章先生の乾杯の音頭で宴会に入り

ました。

　お料理はさすがに冷たいものは冷たく温かいも

のは温かく、見た目も涼しく美しく京都らしいお

料理で堪能させて頂きました。中村楼の名物の豆

腐の田楽も美味しく頂きました。

　学 5期の杉原正章先生は一時体調を崩されてお

られましたが今回は大変お元気なお顔を見せてく

ださり嬉しかったです。藤本蕃先生もいつもお元

気に一人で参加されます。相変わらず山登りがお

好きのようです。金城武忠先生は今回は奥様と娘

さんの 3人で参加されました。佐藤公彦先生は仁

泉会でご活躍でいつもたくさんの情報をお話して

くださいます。

　恒川恵治先生はじめ他の先生方もいつもの楽し

い話で盛り上がりました。

　来年もまた元気で会うことを誓ってお開きとな

りました。毎年美味しいお料理を頂き楽しい会で

すので、東大阪支部の皆様どうぞふるってご参加

ください。

出席者（敬称略）

杉原正章（学 5期）、藤本　蕃（学 10 期）、佐藤

公彦（学 12 期）、三田　稔（学 13 期）ご夫妻、

金城武忠（学 16 期）ご夫妻、ご家族、恒川恵治

（学 17 期）ご夫妻、塩路清一（学 20 期）、大西洋

一郎（学 25 期）ご夫妻、築山順一（学 26 期）ご

夫妻、大西敦子（学 40 期）、三宅裕治（学 28 期）、

三宅直子（学 28 期）家族
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仁泉会泉州ブロック第 1回学術講演会

　平成 26 年 10 月 4 日（土）午後 7時より岸和田

市浪切ホール 4 階交流ホールにて仁泉会泉州ブ

ロック第 1回学術講演会が 23 名の方の出席の下

に開催された。

　まず谷川　泉先生（学 10 期）から開会のご挨

拶があり、以後先生が座長として会の進行も務め

られました。

基調講演　『大阪医科大学の現状と展望』

　　　　　学校法人大阪医科大学理事長　

　　　　　植木　實先生

１．学校法人高槻高等学校との法人合併

２．看護学部の大学院（看護学研究科）設置

３．健康科学クリニックの分院化

４．中央手術棟の建築

５．学校法人大阪医科大学の経営と運営

６．大阪医科大学の将来展望

　上記内容で本学の堅実な運営と将来に夢のある

お話を伺いました。

学術講演　『整形外科領域における慢性疼痛の

 薬物療法』　

　　　　　 医療法人大植会葛城病院整形外科　  

北野　直先生（学 45 期）

　慢性疼痛の定義から薬物療法までを分かりやす

くお話し頂きました。

　講演会終了後、隣の会場で懇親会が持たれまし

た。仁泉会大阪府連会長の佐藤公彦先生（学 12

期）の乾杯のご発声で宴が始まり、和やかな雰囲

気の中で歓談が続き、名残は尽きませんでしたが

次回ブロック会の開催を期して、三々五々散会し

ました。

参加者

岡本　治先生（学 8期）　谷川　泉先生（学10期）

笠原春生先生（学11期）　佐藤公彦先生（学12期）

遠藤省三先生（学23期）　岡　秀雄先生（学33期）

髙　俊彦先生（学35期）　川崎康寛先生（学35期）

福本吉人先生（学35期）　大槻美弥先生（学36期）

酒井亮一先生（学36期）　児玉隆浩先生（学39期）

山口和伸先生（学39期）　大植　睦先生（学40期）

内海真木男先生（学40期）　住吉一浩先生（学45期）

北野　直先生（学45期）　篠原和幸先生（学46期）

中矢良治先生（学55期）　松本和寛先生（学57期）

池田邦明先生（学60期）

 文責　中　　透（学 25 期）
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ク ラ ス 会 だ よ り

双葉会（学 28期）クラス会報告

 三宅直子（学 28 期）

　学部 28 期双葉会のクラス会が平成 26 年 9 月

20 日土曜日、淡路島の洲本温泉ホテルニューア

ワジ別邸夢泉景で開催されました。一年おきに

開催されるこの会は、今年は斉藤雅文先生ご夫

妻、吉矢尚子先生、三宅裕治 , 直子で担当しまし

た。前回三重県志摩観光ホテルで板野先生が幹事

として伊勢神宮参拝のおかげを頂いてから、あっ

という間の 2年間でした。

　当初 38 名の参加予定でしたが、残念ながら急

な不参加が 4名出て、それでも 34 名が集まりま

した。今回は有馬温泉にしようと斉藤君が言って

いたのを、昨年行われた双葉会女子会全員の希望

で斉藤君の地元の淡路島洲本温泉になりました。

車以外の交通の便が悪いので参加人数がどうなる

か心配していましたが、高速バスを利用するなど

で頑張って集まってくれて幹事は感激しました。

　5時半集合、庭で全体写真をとり 6時半の宴会

までしゃべったり温泉に入ったりお土産を買った

り自由にした後、いよいよ宴会です。斉藤雅文先

生の「卒後 35 年のこの会はお互い“先生“とい

う呼び名はなしで名前だけで呼び合いましょう。」

という呼びかけで始まりました。精神科の米田

君（本学教授）は大阪で夕方まであった会を抜け

出し高速バスに飛び乗ったとのことで宴会の途中

での到着でした。なんと佐世保からの貞松君は飛

行機が少し遅れ神戸空港からタクシーに飛び乗り

やっと高速バスに間に合ったものの、洲本のバス

センターに着いたのはホテルの最終送迎バスが出

た後。しかしそれを知らなかった彼はホテルバス

を 40 分待って、最終バスが出たと知った後うろ

覚えのホテルを探し回りやっと辿り着いたとのこ

とで宴会の途中皆に大歓迎されながらの登場でし
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た。佐世保の高校生殺害事件についての裏話をあ

とで皆じっくり聞きました。しばらく歓談の後、

近況報告の時間となりました。小出君は岡山から

久しぶりの参加で、今まで病院長会議と重なって

参加できなかったがこれからは参加しますとのこ

とで、岡山の名木田君、平田君、平岡君のことを

伝えてくれました。和歌山からの柳川君、三重か

らの板野君、徳島からの折野君、それから白川君

は奥様同伴で楽しそうでした。後山君は大阪医大

健康科学クリニックの所長で、人間ドックで 60

歳の平均年齢で全く健康のA判定をもらう人は

0パーセントであるというショッキングなことを

教えてくれて健康の大事さを痛感しました。くだ

けた雰囲気が一変したのは蘆田ひろみさんの時で

した。突然「皆さん、起立！バレエをしましょ

う！」というかけ声で全員起立。バレエのポーズ

で深呼吸。なかなか面白い光景でした。

　次回は京都でということで話がまとまり 2年後

に萩原さん、蘆田さん、松井君、今回は突然の欠

席となった丹羽君が担当することになりました。

そのとき突然折野君から議題があがり、「だんだ

ん年を重ねてきたので 2年後は遅すぎる。毎年し

よう。」という話でした。「えーっ」という騒ぎの

中多数決がとられ、賛成 3名反対多数ということ

で否決されました。

　楽しい宴会からそのまま流れて 2次会の会場へ。

皆様に心から楽しんで頂けたと確信し、幹事は本

当に嬉しく思いました。ほっとしたのもつかの間。

2次会会場で松井君が「やっぱり年齢を考えると

次回は来年にします。とってもいい所があるので

秋の紅葉の頃、舞妓さんをよんで…」と、皆の反

対を押し切る発言でした。どうなることやら…。

全体の双葉会の間に一年おきに行っている双葉会

女子会も、重なると困る！と思案中。とにかくい

つものごとく賑やかな楽しい会でした。その後そ

れぞれお風呂に入る人、部屋で騒ぐ人、部屋で寝

る人、好き好きにし、翌日朝食後自由解散でした。

もちろん参加した女子 5人はお風呂、おしゃべり、

お風呂、おしゃべりでチェックアウト 11 時まで

いたことを報告します。

　週間予報では雨だった天気も近づくにつれ晴れ

となり、本当にいい天気と気持ちいい温泉と、何

も気を遣わなくていい友人同士のおしゃべりで、

心が爽やかになった一日でした。次回はいつにな

るかわかりませんが、京都組にお任せして今回の

報告を終わります。

参加者　蘆田ひろみ　石岡達司　板野聡ご夫妻　

後山尚久　小國龍也　小野誠治

折野真哉ご夫妻　小出尚志　小高正裕　斉藤治　

斉藤雅文ご夫妻　貞松典宏　霜野良一

白川貴浩ご夫妻　田口忠宏　田村亮　中田英二　

乃木稜介　萩原暢子　原章倫　松井昭彦

宮脇義隆　森田利江　柳川泰彦ご夫妻　吉矢尚子   

米田博　和田公平　三宅裕治　三宅直子

仁泉会年会費 

納入のお願い

　年会費

　　　　 平成 26 年度 10,000 円

　　　　 平成 25 年度 10,000 円

　　　　 平成 24 年度 10,000 円

納入のご協力をよろしくお願いいたします。

 事務局　会計係
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大阪医科大学昭和 55年卒業 
庚申二九会同窓会

 藤原正隆（学 29 期）

　2年おきに開催されている庚申二九会の同窓会

が、2 年前の淡路島での開催に続き、今年は秋

が深まりつつある京都で開かれた。平成 26 年 9

月 20 日（土）の夜、リーガロイヤルホテル京都

の 2F宴会場「サロン ド シャルム」に、33 名が

集った。幹事の藤原と 6年間同じサッカー部の釜

の飯を食った大武君は遠路、栃木県から参加して

くれて、36 年ぶりの再開を果たした。また城石

君も富山から奥様を連れて参加してくれて、2年

ぶりの再会を喜び合った。庚申二九会のメンバー

も、いわゆる「アラ還」世代であり、すでに石賀

信史先生、大西徹哉先生、岡村良邦先生、沈晴雄

先生を失ったが、幸いこの 2年間では新たな帰天

者は出なかった。

　会は幹事の藤原の司会進行で始められ、たん

熊北店の懐石料理を楽しみながら、各テーブル

とも懐かしい話に笑い声が絶えなかった。間で、

Swing Tee's という京都のジャズバンドのミニラ

イブを楽しんだあと、出席者それぞれが、一人ず

つ近況や自分の趣味などについて熱く語った。一

人 2～ 3分の心づもりで話してもらう予定であっ

たが、中には熱弁を振るうものもあり、予定して

いた 3時間があっという間に経ってしまった。次

回は 2年後に神戸での開催が決まり、森松君夫妻

にお世話をお願いすることを満場一致で決定し、

2年後の再会を約束してそれぞれの帰路についた。

前列左から、森松（伸）、小橋、藤原（正）、森松

（幸）、小嶋（範）、藤原（祥）、中林、中張（裕）、

小嶋（昭）、鈴木、濱田。

中列左から、中張（隆）、佐野、芦田、堀野、木

戸上、湯川、坂口、橋本、吉川、小田。後列左か

ら、粱、中村、大武、谷、池内、岩井、東、西村、

森田（純）。
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学 31期（昭和 57 年卒）同窓会

　大阪医科大学・学 31 期の 2 年ごとの同窓会

が、平成 26 年 7 月 12 日土曜日 18 時から、神戸

のトアロード北にあるKOBE CLUB（外人倶楽

部）で開催されました。卒後 32 年にもかかわら

ず、静岡や広島からも出席があり、47 人とかな

りの参加人数となり、学 31 期の絆の強さを感じ

ました。

　神戸で開業している田村功君、西原徳文君、井

尻慎一郎の 3人が今回の幹事となり、準備をして

きました。司会の西原君の軽妙なトークで会場は

和やかな雰囲気に包まれ、美味しい食事とワイン

に酔い、全員の自己紹介が進んでいきます。会場

のあちらこちらで旧交を温める輪が出来て、3時

間があっという間に過ぎていきました。2年後に

は京都での同窓会を開催することに決定して、全

員の健康を祈念して、閉会となりました。　

　2次会は中山手通の「だんらん」を貸し切って、

37 人の参加者で遅くまで賑わいました。

　同窓会ゴルフとして、7月 10 日には廣野ゴル

フ倶楽部で、雨天決行で（以下敬称略）稲毛、伊

達、保田、井尻の 4人でラウンドを開始、案外天

気がよくなり、和気藹々とラウンドすることが出

来ました。

　7月 13 日日曜日の神戸ゴルフ倶楽部には竹井、

辰巳、伊達、井尻の 4人が集まったのですが、名

物の霧と雨が強く、クラブハウスで 2時間待ちま

したが、残念ながら結局中止となり、リベンジを

誓いました。

　7 月 17 日には廣野ゴルフ倶楽部で、竹井、谷

口、井尻の 3人で楽しくラウンドしました。

 （文責：井尻慎一郎　学 31 期）

クラス会開催にあたって

　クラス会開催にあたり、ご案内発送や

出欠の集計等を仁泉会事務局にてお手伝

いさせていただきますので、お気軽にご

相談ください。

 仁泉会事務局

ＴＥＬ：072 － 682 － 6166

ＦＡＸ：072 － 682 － 6636

E-mail：jimu@jinsenkai.net

向かって左から 
最後列：高田、奥村（隆）、池田、瀬木、山口、田中（源）、伊達、奥田（龍）、手塚、渡邊、星山、辰巳、奥村（泰）、伊藤、中嶋
　  3 列：山陰、磯谷、峯崎 
　  2 列：井尻、高崎、竹井、稲毛、吉川、山下、西原、李、寺﨑、西村、南、河合、橋村、保田（晃）、荻原、保田（浩） 
　  前列：岡本、馬場、柳川、岸本、眞砂、田村、土肥、奥田（晃）、西野（代理で奥様が出席）、津田、岡部、長田、村山 
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学部 33期生　卒後 30 周年同窓会報告

　学部 33 期生（昭和 59 年卒業）の卒後 30 周年

同窓会を、平成 26 年 9 月 27 日（土）に、大阪駅

前ホテルグランヴィア大阪において、発起人；雨

森正洋、田中（石橋）啓子、辻口（滝）比登美、

野々村淳、前田環、事務局；岡博史で、開催しま

した。開催 1か月前には 113 名全員に連絡が取れ、

1次会は 61 名の参加申し込みがありました。当

日の欠席は 1名のみで 60 名が参加し 50％を超え

る出席率となりました。

　遠路、東は、千葉から越部融くん、東京から 

中村宏くん、岐阜から大松（松原）由希子さん、

西は、広島から伊達健二郎くん、高知から赤松順

くん、香川から武田智博くんが、来阪してくれま

した。

　これは、4月早々に開催の案内を発送しその後

も電話や Fax で出欠を確認してくれた事務局担

当の岡くん、宛先不明者の情報を寄せてくれた辻

口さんや前田さんの貢献が大でした。さらに、集

合写真撮影は 1次会の最後に行った（これも岡く

んの発案）ので、2次会から参加予定の 3名も間

にあい、実に 63 名の撮影ができました。

　当日は、野々村くんの乾杯後しばらく歓談した

のち、4月に母校のがんセンター先端医療開発部

門（消化器外科／大腸がん）特務教授になった奥

田準二くんと脳神経外科特任教授になった梶本宜

永くんにスピーチをしてもらいました。お二人に

一同を代表して田中さんと辻口さんから花束贈呈

を行いました。その後、一人毎では時間オーバー

が必至と思われたので、テーブルごとに壇上に上

がって 1分間スピーチをお願いしました。30 周

年で初めての参加であったり、お酒が回ったりで、

時間オーバーの方が散見され、司会ははらはらし

ましたが、何とか予定の時間内におさまりました。

中締めのあいさつを、〈 5年後の同窓会の世話役〉

大森（三上）敦子さんにしていただいた後、集合

写真を撮って 1次会を終了しました。

　2次会は、場所を 1階下のパブレストランに移

動し、1室を借り切って約 50 名が歓談を続けま

した。その後 23 時 30 分の閉店まで 25 名が残っ

ている盛況で、さらに 3次会に流れたひともいた

らしいのですが、詳細は不明です。

 文責　雨森正洋（学 33 期）

大阪医大33期生（昭和59年卒）　卒後30周年同窓会　平成26年 9月27日　ホテルグランヴィア大阪

最上段左～　下、野田、小畑、上野、北川（靖）、中村、辻口、前田（壮）、李、加藤（宗）、光吉、田中（功）、田中（俊）、神戸、多根、宮本
　上段左～　御前、安田、田伏、大山、衣斐、武田、伊達、田辺、野々村、藤井、福田、前田（環）、三宅、金原、龍治、山田、岡、雨森
　中段左～　濱本、高田、赤松、寺崎、大松（松原）、安住（橋井）、孫田（孫）、越部、萬野、島、本合、福永、進藤、村田、清木、井上（裕）
　前段左～　辻口（滝）、田中（石橋）、井上（澄）、長井、高田（野村）、浮村、梶本、奥田、大森（三上）、宇田、平松、室谷（植田）、川島
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平八クラス会（学 45期同窓会）

　初夏の空のもと 7 月 26 日に阪急インターナ

ショナルホテルで卒後初めての同窓会を開催しま

した。

　大安の土曜日という難しい日程のなか仁泉会の

手助けと卒後初めてということもあり 55 名もの

参加があり同期の絆を再確認できました。

　会に先立ち石﨑君の報告と、この 6 月に残念
ながら亡くなった入学同期の星加君へ黙祷を捧

げ、総代の森内君の乾杯の発声で宴が始まりまし

た。みんなのショートスピーチで近況報告をし合

い、それぞれ責任のある立場でみな頑張っている

ことを確認し、そのあと、石﨑君、佐竹君、野口
君でバンド演奏をしてもらい、楽しい学生時代の

ような飲み会になりました。46 人もそのまま 2

次会に参加し本当に楽しい仲間たちと再確認でき

た会でした。

　なお、ここで卒業準備委員会計の残金は大阪医

科大学仁泉会に寄付いたしましたことを当日残念

ながら会えなかった仲間にご報告いたします。

 文責：可児弘行（学 45 期）

参加者

芥川寛、朝子晃憲、石﨑英介、市岡従道、可児佳
代子、榮樂周子、種田絵美、大前貴裕、岡田健一

郎、岡村展明、奥野高司、表一岐、高橋雅子、可

児弘行、金子雅宏、金光宣旭、加茂正嗣、河﨑敦、
川﨑隆士、川田祥子、河原邦彦、川端幸一、喜田
照代、北野直、兒玉隆之、後藤亮太郎、桜井幹

士、佐々木一郎、佐竹晃、佐藤寛、島野裕史、住

吉一浩、高山隆吉、田中朝子、中谷嘉寿、野口誉

生、花岡忠人、速水真理子、原啓太、権順華、坂

良逸、平岩哲也、古家美幸、中村容子、松橋延壽、

丸山栄勲、操裕、大谷千史、森内宏充、森本一成、

河田桂、清水貴美、堀郁子、吉田正隆、吉中亮二、

渡邉哲
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リレーエッセイ

歴代の犬

 学部 23 期　三宅ヨシユキ

　室戸市で内科を開業していますが、余り流行っ

ていません。老医には適度のリハビリみたいな

ものです。9月に同期の柴田　登先生からリレー

エッセイの話がありました。岐阜訛りは変わって

いませんでした。ユーモアのある先生でお元気そ

うで安心しました。彼とは卒業するまで共に剣道

部員でした。

　この 30 年、家に犬の居ない時期は無かった。

最初の犬はどこの家庭でも同じことだろうが、小

学生の子供達が世話をすると言って飼い始めた。

柴の雑種で生後 3ヶ月位でダンボール箱で飼って

いたが、中学生にもなると世話は私に廻ってきた。

名前はコロと称した。猟犬の性格は持っていて家

族以外に懐くことはなかった。時々リード無しで

散歩をしたが、道の分かれる所では必ず待って私

の進路を見ていた。コロが 10 歳頃コロの餌を食

べに来る野良犬がいた。大きな犬で 3歳位であっ

ただろうと思われた。その内に住みついたが、コ

ロには従った。後でわかった事だが、この犬は鉄

砲の音を恐がり、打上げ花火の音にも怯えた。来

た時は猟期であったが使いものにならず山で捨て

られた猟犬で、人里に現れたのだろう。箒を持つ

と尻尾を下げて恐れていたので、野良時代はよく

追われ、叩かれていたに違いない。名前を患者さ

んに聞かれたので、野良犬出身だから野良と名付

けたと言うと、野良は可哀想だと言ったのでノラ

にした。ノラは野良とアクセントが違うのである。

他人にもほとんど吠えず、入口に繋いでいたが宅

配の人にも吠えず、ただ横になっていて、帰りに

大きなノラに驚いていた。番犬にはなりそうに無

いが、大きいので型にはなっていた。野良猫や野

鳥を獲るのは上手であった。コロとノラは 5年位

一緒に住んでいたが、コロが上位であった。コロ

も 15 年の長命であったが、最後の 2年は時々一

過性の脳虚血発作を起こしていた。死ぬ 2日間は

点滴なんぞしてしまったのは気の毒なことをした

と思っている。コロの晩年にシーズ犬が娘の所か

ら現れた。コロもノラも外で飼っていたが、シー

ズ犬は室内犬で小さいくせに 2匹に対して威張っ

ていた。上から目線であった。コロの死のあと間

もなく死んだ。残ったのはノラだけになった。朝

か夕かの散歩は続けたが雨の時は休んだ。ノラも

納得はしていた。大便も小便も 1日辛抱している

のには感心した。雨の時は庭に放すことにしたが、

死の半年前には白内障が進み、庭でも植木鉢にぶ

つかっていた。2カ月間寝たきりになり、体位変

換も大変で食餌の時は頭を持ち上げなくてはなら

ず、飼主は腰を痛めた。昨年 10 月にノラは死ん

だ。これで我が家に犬が絶えたのではない。一昨

年末に息子が大阪から黒い柴犬を生後 40 日位で

連れてきた。これもコロと名付けたが、とても犬

らしい犬ではない。ほとんど吠えないし散歩にも

行けない。リードを付けると座り込んで動かない

のである。室内と外で生活しているので私の部屋

は汚い。もうとっくに成犬であるが子犬を見ても

怯えるし尻尾を巻いて震えだす。野良猫が庭を歩

いているのを見ると震え怯える。今もコロは私の

机の下で眠っている。コロもあと 10 年は生きる

だろうが、私は 80 歳を越えてしまう。どちらが

生き残るか、コロが残ったら生きていくのは大変

だろう。それよりもリードを付けて散歩が出来る

ようにと思うが、家人も従業員達も無理だろうと

言っている。犬らしくしてやりたい。いやリード

を付けないのが犬らしいのではとコロは言うだろ

うか。3匹の犬は裏の畠に眠っている。

　バトンは、学 34 期で県下の睡眠障害関連の第

一人者で県医師会の広報委員として活躍している、

川田誠一先生にお願いしよう。よろしく。
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会員追悼

今は亡き友、古賀教一郎君に捧げる

 学 13 期　前三九会幹事　藤本　昭

　昨年 11 月 23 日（土）24 日（日）に、大阪医

大昭和 39 年卒の同窓会（三九会）の、卒業後 50

周年の記念すべき会に、なつかしい顔が集まって、

盛大に行われましたね。あれからほぼ 1年が経ち

ましたが、あの時に笑顔を見せてくれた君が今は

帰らぬ人となってしまいました。

　私が 50 周年の幹事をすることになり、記念に

ふさわしい会にしたいと思い、古賀君、横山君、

冨士原君の、いわゆる高槻組に色々相談して、会

にふさわしい企画を作りました。お陰で自分が

思ったより、立派な会となり、出席の面々からも、

お褒めを頂きました。

　君が、昨年の夏頃から健康を害されたことを知

りましたが、診察も続けられていたので、あまり

深刻とは思っていませんでした。11 月の初めに、

君が入院していることを知り、お見舞いをかねて、

会の相談に行った時も、大変元気そうで、長時間

話しをさせてもらいましたね。化学療法のための

入院で 1週ぐらいで、また家に帰って、診察する

んだと笑っていましたね。その時、君は、学生時

代のポリクリの写真（卒業アルバム用）を撮って

持っているのだけど、卒業アルバムに載せなかっ

たもので、このことが、ずっと気になっていたと

云われ、50 周年の記念にフォトブックにして皆

に渡したいと云われたので、その様にお願いした

のですが、私費でフォトブックを作られ、タイト

ルを“学生時代の思い出”三九会卒後 50 周年記

念として、全員の分を用意してくれて、当日の出

席者には手渡しで、来られなかった人には、郵送

で全員に配りましたね。お陰で会が一段と盛り上

がり、楽しい会になり、皆様からのお褒めを頂き

ました。また、冨士原彰名誉教授の歴史資料館で

の DVD、“わが学びやに歴史あり”も学生時代

の本学の姿を知る貴重な記録として、残したもの

です。

　本年 7月 22 日、君の訃報に接し、まさか 8ヶ

月前の君が亡くなるなんて、と信じられなかった。

奥様と古賀君と横山君
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葬儀の時の安らかな顔を見ると、あの時から、自

分の命運をさとり、私達に最後の青春時代のプレ

ゼントと、笑顔をくれたのだと感じました。

　古賀君ありがとう。曲がったことが嫌いで、直

すぐな人柄と、最後まで、昔のクラス仲間のこと

を大切にして頂き、また自分の運命を受け入れ頑

張った、君に敬意を表します。

　もう一度、古賀君ありがとう。今は安らかにお

休みください。また近いうちに再会を待って下さ

い。　合掌

仁 泉 ひ ろ ば

どうでもエエ話（5）

 学 4 期　西村　保

　ギャンブルと食べ物

　サンドイッチとは云うまでもなく薄く切ったパ

ンにハムを始めとしチーズ、卵、野菜、果物など

を挟み朝食、間食、携行食などとして広く普及し

ている手頃な食べ物である。

　18 世紀の英国で、ある伯爵家の四代目当主で

あったジョン・モンターギュ・サンドイッチ伯

爵は 30 歳で海軍大将に任ぜられたほどの英才で

あったが（英国海軍は伝統的に高級士官は全員貴

族階級出身者であった）無類のギャンブル好きで、

ギャンブルに熱中すると食事する時間も惜しんで

召使に命じ、手近にあったパンにハムを挟んだ物

を手掴みで食べたのが有名になり、以後この食べ

物をサンドイッチと呼ぶようになったのである。

　鉄火とは文字通り鉄を熱して真っ赤になった状

態を云うが、鉄火場と云えば賭博場を意味する。

時代劇でお馴染みの半裸体のあんちゃんが「さあ

張った、張った。丁半コマ揃いました。勝負！ピ

ンゾロの丁」てな風景が目に浮かぶ。

　この博打場で胴元（主催者）が用意していた食

左から、原君、松田君、冨士原君、　古賀君、　中埜君
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べ物が鮪の切り身とすし飯であった。鮪と云えば

現在では高級魚とされ、中トロとか大トロとか称

して珍重されているが、昔は赤身の魚は下司な魚

とされ価格も安かった。すし飯を用意したのは腐

り難かったからである。それでギャンブルに熱中

した客が鮪の切り身をすし飯に包んで手掴みで食

べたが、後に食べ易いように海苔で巻かれたのが

鉄火巻である。

　洋の東西を問わずギャンブルは勝つことがベス

トで、食べ物はお腹さえ大きくなればどうでもよ

かったのであろう。

　また手軽な食べ物としてはホットドッグがあ

る。冬の寒い日に野球やフットボールを観戦して

いる観衆に対して、ある業者がロールパンにウイ

ンナーソーセージを挟み、それを温めて売り出し

たところ爆発的な人気を博した。その様子を見て

いた或る漫画家がソーセージの代わりにダックス

フント（ドイツ産で胴長で足の短い犬）がロール

パンに挟まれている戯画を画いたのが評判になり、

温めたダックスフント、略して犬、つまりホット

ドッグになったのだそうである。

　まあ、おいしければどうでもエエ話ですがネ。

ヨット部創立 35周年記念総会を終えて

 新 OB会長　中島祐介（学 53 期）

　大阪医大ヨット部は 1979 年に同好会として発

足し、その 2年後クラブに昇格、今年で 35 年の

歴史を持つクラブとなりました。現在、琵琶湖の

「マリーナ雄琴」を艇庫に 470 級とスナイプ級の

競技ヨットを中心として、少人数ですが練習と試

合に励んでいます。ヨットは自然を相手にしたス

ポーツで、風や波を読み操船技術と戦略・戦術を

競うスポーツです。クラブ活動を通じて自然と接

し、また人間関係を学び、将来の医療従事者とし

て貴重な経験が出来る素晴らしいクラブであると

自負しております。

　創部以来のOBは 90 名となり、毎年 8月末に

は琵琶湖畔にて 1泊 2日のOB総会を行い、学年

を超えたヨットOB戦で親交を深めています。今

年は 35 周年という事で場所を変え、去る 8月 30

日（土）ANAクラウンプラザホテル大阪にて

OB と現役部員計 25 名が集まり、記念総会を持

ちました。総会は OB会長の梶野興三先生（学
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23 期）のご挨拶にはじまり、新OB会長の選出、

救助艇の問題、OB会会計、などについて議論し

ました。また、最後に現役部員から現状報告と西

医体の報告がありました。

　続いて創部部員のお一人である、現部長の上田

晃一形成外科学教授（学 33 期）による乾杯のご

発声で懇親会に入りました。懇親会では各先生方

が旧交を温められ、終始なごやかな雰囲気で進行

しました。今回の総会を期にOB会長をご勇退さ

れる梶野先生へ、OB会から記念品として救助艇

「Ka・ma」のハーフモデルを贈呈しました。ま

た、各先生方からの近況報告では、思い出話など

も飛び出し笑いの渦に巻き込まれました。そして、

最後に記念撮影を行い終了しました。OBの先生

方からは、今後のOB会運営について貴重なご意

見をいただき、大変有意義な会となりました。

　私は、今回新 OB会長を拝命いたしましたが、

今後も現役部員の活動を支援すべく全力でOB会

活動を行っていく所存でございます。現在、クラ

ブの問題として部員数の減少がありますが、OB

会としましては金銭的な援助、ならびに練習への

積極的な参加によって、現役部員の支援を行って

いきたいと考えております。OBの先生方におか

れましては、今後ともご支援、ご協力の程よろし

くお願いいたします。

参加者（敬称略）：梶野興三（学 23 期）、上田晃

一（学 33 期）、孫田虎鉄（学 33 期）、前村憲太朗

（学 35 期）、島田哲志（学 36 期）、相馬義郎（学

36 期）、新武慶興（学 37 期）、杉本裕宣（学 38

期）、江村成就（学 39 期）、高木雄久（学 39 期）、

新田昌稔（学 42 期）、髙橋　元（学 44 期）、朝子

晃憲（学 45 期）、石﨑英介（学 45 期）、可児弘行
（学 45 期）、加茂正嗣（学 45 期）、柳楽知義（学

46 期）、髙橋　猛（学 49 期）、西山浩司（学 49

期）、中島祐介（学 53 期）、中島三和（学 53 期）、

楢林　賢（学 53 期）、武田　翔（現役 4 回生）、

辻本悠貴（現役 4回生）、濱口拓也（現役 2回生）

新医師臨床研修制度 1

 ぽん太（学 31 期）
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会  員  著  書

　学部 23期假野隆司先生の著書『「“続”更年期障

害」は存在しない』が平成 26 年 9 月 1 日栄光出

版社より出版されました。假野先生のお言葉とと

もにご紹介させていただきます。

 事務局編集係

著　書　「“続”更年期障害」は存在しない

出版社　栄光出版社

　　　　〒 140‒0002
　　　　　東京都品川区東品川 1‒37‒5
　　　　　電話 03‒3471‒1235
定　価　本体 1600 円＋税

著者ご挨拶

　一般向け第３作「“続”更年期障害は存在しな

い」を出版しましたので送付致します。

　本書は前書「更年期障害は存在しない」の第二

部です。頭痛、高脂血症、認知症、肥満症をテー

マにしました。いずれの疾患も更年期障害として

産婦人科医が診療する機会が少なくありません。

しかし、前書で指摘したように婦人科愁訴を全て

更年期障害と診断するとリスクを背負います。更

年期障害は女性特異的で閉経前後に卵胞ホルモン

に逆依存性に発症・増悪して卵胞ホルモン補充療

法で軽快・治癒する疾患です。今回テーマにした

疾患も卵胞ホルモン依存性はゼロではありません。

個人的意見ですが、アルツハイマー病発症に密に

関係していると推測しています。ただし、発症し

た場合のHRTに期待はできません。いずれにし

ても、以上の疾患はHRTや漢方療法が著効しな

い場合は速やかに専門医に受診させないと訴訟リ

スクを背負うことになります。本書は患者向けと

しては難解ですが、テレビの医療番組、インター

ネット、私の会社に寄せられる情報提供からオタ

クな患者はこの程度の知識があると知っておくべ

きです。クレーマーの人格特性には自尊性と多罰

性が高く拘りが強い共通性があります。このため

専門書を読みあさり知的レベルが高いために重箱

の隅を突くので注意が必要です。

　私は医学を歪めてきた文科系出身の医療ライ

ターや医療ジャーナリストに強い反感を持ってい

ますので一貫して彼らの修正や校正を拒否してき

ました。このため文章が稚拙で読みにくくなって

います。お暇な時に笑読して頂いて御批判を賜れ

ば幸いです。今後とも御指導・御鞭撻を宜しくお

願い致します。時節柄御自愛ください。

 学 23 期　假野隆司

会員書籍募集

　会員諸先生方の著書がございましたら

事務局までご連絡ください。（自薦他薦

は問いません）

　誌面を通して広く会員の皆様にご紹介

させていただきます。

 事務局編集係
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新聞切り抜き
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　2014 年 9 月 28 日付け読売新聞に掲

載されました三宅裕治先生（学 28 期）

の記事、及び 2014 年 8 月 26 日付け毎

日新聞に掲載されました村尾　浩先生

（学 37 期）の記事をご紹介致します。
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冊子切り抜き
　2014 年 9 月 1 日付け神戸市小児科医会ニュー

スに掲載されました故公文　康先生（学 9期）の

追悼特集をご紹介いたします。
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　西脇健三郎先生（学 21）のコメントが掲載されまし

た 2014 年 9 月 14 日発行サンデー毎日及び 9 月 15 日発行

PRESIDENTの記事を、ご同期の古林光一先生にご紹介い

ただきました。

　全国各地の新聞・冊子等に卒業生に関する記事が掲載さ

れました節には、新聞・冊子等原本（印刷手続き後お返し

します。）ならびに原稿等を事務局宛にお送りくだされば

幸甚に存じます。
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会　員　訃　報

　次の会員が亡くなられました。謹んでご冥福を

お祈り致します。 事務局編集係

高医 16期　赤塚碩夫先生

　平成 26 年 10 月 4 日肝胆癌の為ご逝去（92 歳）。

昭和 22 年卒。

　大阪市生野区にて外科をご開業になり、ながき

に亘り地域医療に尽力されました。

　ご遺族　次男　育伸様

高医 17期　森寺　保先生

　平成 26 年 9 月 11 日肺炎の為ご逝去（90 歳）。

昭和 23 年卒。

　昭和 28 年 5 月より大津市民病院にて眼科医長

をお務めになられた後、昭和 39 年 4 月に大津市

にて森寺眼科医院をご開業になり、50 年間地域

医療を支えてこられました。

　ご遺族　長男　威之様

高医 19期　百石一雄先生

　平成 26 年 8 月 9 日肺炎の為ご逝去（87 歳）。

昭和 25 年卒。

支部長交代

　〔岐阜県支部長〕

　　前支部長　小木曽和夫先生（学 25 期）

　　　　　　　　　 ↓

　　新支部長　小嶋昭次郎先生（学 29 期）

　〔岡山県支部長〕

　　前支部長　 水島圭一先生　（学 29 期）

　　　　　　　　　 ↓

　　新支部長　 小出尚志先生　（学 28 期）

　〔西成区支部長〕

　　新支部長　佐々木伸一先生（学 38 期）

本 部 だ よ り

お詫びと訂正

　平成 26 年 9 月 30 日発行第 45 巻 8 号仁泉

会ニュースに誤りがございました。

　誌面をお借りしてお詫び申し上げますとと

もに訂正させていただきます。

会員訃報（38 頁）左段 7～ 8行目

（高医 17 期　林　要先生）

　誤：昭和 21 年卒

　　　　↓

　正：昭和 23年卒

仁泉会ニュース原稿募集のお知らせ

　次々号、仁泉会ニュース 46 巻 2 号の原稿

を募集しております。近況のご報告や趣味の

お話、なんでも結構です。ご投稿お待ちして

おります。

　仁泉会ニュース 46 巻 2 号

　 （平成 27 年 3 月 1 日発行予定）

　頁　数：24 ページ組

　締　切：平成 27 年 1 月末日

　送付先：仁泉会事務局

　〒 569 － 8686　高槻市大学町 2番 7号

　　　　　E-mail：jimu@jinsenkai.net
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　卒業後、大阪市天王寺区にて内科をご開業にな

り、地域医療に貢献されました。

　ご遺族　妻　昭子様

学部 2期　島村　武先生

　平成 25 年 8 月 17 日脳梗塞・多臓器不全の為ご

逝去（85 歳）。昭和 28 年卒。

　昭和 40 年に奈良市にて外科・内科をご開業に

なり、奈良県、奈良市医師会理事をはじめ基金、

国保連合会審査委員などを兼務されました。長年

にわたる地域医療貢献により、平成 21 年春の叙

勲で旭日双光章を受章されました。

　ご遺族　長男　和典様

学部 2期　畠山昭三先生

　平成 26 年 7 月 21 日脳出血の為ご逝去（86 歳）。

昭和 28 年卒。

　奈良県立医科大学眼科に入局された後、昭和

46 年に三重県名張市にて畠山眼科を開設されま

した。「約 40 年間以上地域医療と向きあい、力を

注いでこられた事は本人にとっても充実した日々

であったと思います。60 歳頃には日本眼科医会

の理事も務めさせていただき、せっせと東京に

通っていました。晩年はパーキンソン病を患い、

名張の静かな里で長らく療養して参りました。寝

たきりになる事を恐れ、何より一所懸命リハビリ

をしていた姿が目に焼きついております。」との

奥様のお言葉です。

　ご遺族　妻　雄子様

学部 2期　森　繁男先生

　平成 18 年 1 月 15 日肺炎の為ご逝去（80 歳）。

昭和 28 年卒。

　吹田第一鉄道診療所、住友生命京都南支店にて

内科医として勤務されました。

　ご遺族　妻　弘子様

学部 3期　長谷川　鉱先生

　平成 26 年 6 月 18 日肝細胞癌の為ご逝去（85

歳）。昭和 29 年卒。

　愛知県豊橋市にて内科をご開業になり地域医療

に携わってこられました。

　ご遺族　妻　喜美子様

学部 3期　矢野敏郎先生

　平成 25 年 3 月 9 日多臓器不全の為ご逝去（86

歳）。昭和 29 年卒。

　卒業後入局された京都大学眼科にて博士号を取

得されました。関連病院に出向後、兵庫県明石市

にてご開業になり、地域医療に尽力されました。

　ご遺族　妻　奈緒子様

学部 8期　小嶌祥介先生

　平成 26 年 3 月 31 日誤嚥性肺炎の為ご逝去（80

歳）。昭和 34 年卒。

　昭和 44 年 6 月 1 日高槻市にて眼科をご開業に

なりました。平成 1年 6 月 16 日医療法人小嶌眼

科医院を成立され、理事長として地域医療に貢献

されました。

　ご遺族　長男　祥太様

学部 11期　宇川進逸先生

　平成 26 年 9 月 1 日不慮の窒息の為ご逝去（83

歳）。昭和 37 年卒。

　大阪市西区にて宇川クリニック（内科・呼吸器

科）を開設されました。

　ご遺族　義子息　田熊祐介様

学部 18期　矢田博之先生

　平成 26 年 9 月 22 日膵頭部癌の為ご逝去（71

歳）。昭和 44 年卒。

　卒業後同年 6月より母校にて研修医として勤務

されました。昭和 49 年 1 月に宇治市にて矢田会

皮膚泌尿器科病院をご開設になり、地域医療を支

えてこられました。

　ご遺族　長男　敬人様

学部 23期　重清政章先生

　平成 26 年 7 月 19 日急性心筋梗塞の為ご逝去

（66 歳）。昭和 49 年卒。

　徳島大学にて博士号を取得されました。高知市

民病院、国立善通寺病院でのご勤務を経て、昭和

58 年より徳島県阿波市にて重清内科・外科を開

設されました。

　お元気にしておられましたが、突然お倒れに

なったとの奥様のお言葉です。

　ご遺族　妻　純子様
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　今月号冒頭の記事は、台北医学大学同窓会と仁

泉会の姉妹協定締結を取り上げました。小筆も締

結式に同席させていただきましたが、台湾の先生

方は非常にフレンドリーな方たちばかりでした。

台湾も日本統治下の時期があったのに、友好的な

のは国民性でしょうか。安藤副理事長も本文中に

書いておられますが、小児科准教授の張先生は本

当に日本語にご堪能でした。お聞きしたところで

は、小学生時代は大阪堺で過ごされ、中・高は 

シンガポールにおられたので英語もお手のもの。 

バイリンガルならぬトリリンガルと何とも国際的

な方でした。ちなみに中野隆史先生（大学専門教

授、仁泉会理事）も米国留学の経験を生かして通

訳をしてくださりました。台北医学大学は医学部

以外の歯学、薬学、看護、医療系技師等を含める 

と 2 万人以上の学生を有するそうです。学生間で

も定期的な交流が持たれていますが、うれしいこ

とに本学学生の評判はとても良いとのことでした。

　その他本号では現役学生諸君の西医体報告（残

念ながら全体に低調な結果だったようですが）や

各学年、支部の同窓会だより、叙勲のお知らせ、

著書紹介など、いつにもまして多数の記事を掲載

したため大部になっています。ページ数が増えた

ことによって編集に手間がかかることなど一向に

いといませんので、ぜひこれからも多数のご投稿

をお願いいたします。年内の仁泉会ニュース発行

は本号が最終になります。同窓諸兄姉の皆様にと

りまして来年がよい年になりますことをお祈り申

し上げます。

 （治）

仁の泉

　この度、学 45 期の皆様より仁泉会事業への

ご支援を賜りました。

　諸先生の御芳志に厚く御礼を申し上げます。

 仁泉会役員一同

年末年始

休業のお知らせ

　平成 26 年 12 月 27 日㈯

から平成 27 年 1 月 4 日㈰

まで、事務局はお休みと

させて頂きます。

　ご不便をおかけします

が、ご了承のほどお願い

申し上げます。

編 集 後 記
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